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●税理士事務所 2010.72

定
員
／
1
9
０
名

■
時
間
／
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

■
会
場
／「
グ
ラ
ン
ド
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
」（
２
Ｆ
）

■
会
費
／
１
万
円
（
小
・
中
学
生
は
5
0
0
0
円
）

■
参
加
費
／
6,
0
0
0
円

　
　
　
　（
含
む
パ
ー
テ
ィ
ー
・
賞
品
代
）

■
プ
レ
ー
代
／
1
万
4,
0
0
0
円

 

　
　
　（
目
安
・
各
自
で
ご
精
算
く
だ
さ
い
）

定
員
／
8
０
０
名

第
１
分
科
会

第
１
分
科
会

■
時
間
／
午
後
4
時
３０
分
〜
午
後
6
時

■
会
場
／「
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
」（
３
Ｆ
）

■
企
画・運
営
担
当
／
税
経
シ
ス
テ
ム
研
究
所・税
務
シ
ス
テ
ム
研
究
会

定
員
／
1
9
０
名

定
員
／
1
9
０
名

●
略
歴

　ベ
ト
ナ
ム
生
ま
れ
。新
潟
県
立
長

岡
高
等
学
校
卒
業
。ハ
ワ
イ
大
学

歴
史
学
部
卒
業
。71
〜
74
年
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
モ
ニ
タ
ー

紙
東
京
支
局
勤
務
。75
〜
77
年
ア

ジ
ア
新
聞
財
団
D
E
P
T
H（
デ

プ
ス
）N
E
W
S
記
者
。78
〜
82

年
ア
ジ
ア
新
聞
財
団

D
E
P
T
H 

N
E
W
S
東
京
支

局
長
。80
〜
96
年
N
T
V
ニ
ュ
ー

ス
キ
ャ
ス
タ
ー
。80
年
か
ら
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
中
。94

年
度
S
J
賞（
女
性
放
送
者
懇

談
会
賞
）受
賞
。95
年
第
26
回
大

宅
壮
一
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
賞
受

賞
。98
年
第
46
回
菊
池
寛
賞
受

賞
。08
年
財
団
法
人
国
家
基
本

問
題
研
究
所
代
表
理
事
に
就
任
。

第35回

日
時
／
平
成
22
年
10
月
14
日
（
木
）

会
場
／
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ホ
テ
ル
仙
台
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■
主
催
／
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会 

■
担
当
／
東
北
ミ
ロ
ク
会
計
人
会 

■
協
賛
／
株
式
会
社
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス

懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー

懇
親
ゴ
ル
フ
大
会

単
位
会
対
抗
戦

◎
今
回
も
単
位
会
対
抗
戦
を
実
施
い
た
し
ま

す
。　
詳
細
は
当
日
発
表
い
た
し
ま
す
。

※
記
念
旅
行
に
つ
き
ま
し
て
は
、次
号
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

全
国
統
一
研
修
会・連
合
会
事
務
局

〒
1
6
3

̶

0
6
4
8

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
1

̶
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̶
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新
宿
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
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F 

私
書
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4
0
5
1
号

株
式
会
社
ミ
ロ
ク
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報
サ
ー
ビ
ス
営
業
本
部
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担
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／
竹
内
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̶
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0
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̶

3
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4
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̶
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「
実
録
！
私
の
事
務
所
の
情
報
管
理
の
取
り
組
み
」

第
2
分
科
会

第
2
分
科
会

第
3
分
科
会

第
3
分
科
会

■
時
間
／
午
後
4
時
３０
分
〜
午
後
6
時

■
会
場
／「
月
」（
25
Ｆ
）

■
講
師
／
掘
切
川
一
男（
ほ
っ
き
り
が
わ
・
か
ず
お
）氏

東
北
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
教
授

■
時
間
／
午
後
4
時
３０
分
〜
午
後
6
時

■
会
場
／「
雅
」（
25
Ｆ
）

■
講
師
／
畠
山
重
篤（
は
た
け
や
ま
・
し
げ
あ
つ
）氏

●
略
歴

1
9
4
3
年
中
国
上
海
生
ま
れ
。県
立
気
仙
沼

水
産
高
校
を
卒
業
後
、実
家
の
牡
蠣
養
殖
業
を
継

ぐ
。海
の
環
境
を
守
る
に
は
海
に
注
ぐ
川
、さ
ら
に

そ
の
上
流
の
森
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
に
気
付
き

「
牡
蠣
の
森
を
慕
う
会
」を
結
成
。
89
年
よ
り
気

仙
沼
湾
に
注
ぐ
大
川
上
流
の
室
根
山
で
、漁
民
に

よ
る
広
葉
樹
の
植
林
活
動「
森
は
海
の
恋
人
」運

動
を
す
す
め
て
い
る
。こ
の
活
動
は
、小
・
中
学
校

の
教
科
書
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。同
時
に
、環
境

教
育
の
手
助
け
と
し
て
上
流
域
の
子
ど
も
た
ち

を
養
殖
場
に
招
く
体
験
学
習
を
つ
づ
け
、招
い
た

子
ど
も
た
ち
は
7,
0
0
0
人
を
超
え
る
。03
年

に
緑
化
推
進
運
動
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
賞
表

彰
。04
年
に
宮
沢
賢
治
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
賞
受
賞
。

05
年
に
は
、京
都
大
学
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
教
育
研

究
セ
ン
タ
ー
社
会
連
携
教
授
に
も
就
任
す
る
。著

書
に『
日
本〈
汽
水
〉紀
行
』（
文
藝
春
秋
／
日
本
エ

ッ
セ
イ
ス
ト
・
ク
ラ
ブ
賞
）、『
漁
師
さ
ん
の
森
づ
く

り
』（
講
談
社
／
産
経
児
童
出
版
文
化
賞
J
R
賞
・

小
学
館
児
童
出
版
文
化
賞
）、『
森
は
海
の
恋
人
』

『
リ
ア
ス
の
海
辺
か
ら
』（
共
に
文
春
文
庫
）な
ど
が

あ
る
。

気
仙
沼
漁
師
、「
牡
蠣
の
森
を
慕
う
会
」代
表
、

京
都
大
学
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

社
会
連
携
教
授

■
日
時
／
10
月
15
日（
金
）

■
会
場
／
利
府
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
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０
１
０
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郡
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府
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郷
字
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目
北
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̶
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０
２
２

̶

３
５
６

̶

７
３
１
１

●
略
歴

1
9
5
6
年
青
森
県
八
戸
市
生
ま
れ
。84
年
東

北
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期

３
年
の
課
程
修
了
。工
学
博
士
。東
北
大
学
工

学
部
助
手
、講
師
、助
教
授
、山
形
大
学
工
学
部

助
教
授
を
経
て
、01
年
6
月
よ
り
東
北
大
学
大

学
院
工
学
研
究
科
教
授
、現
在
に
至
る
。専
門
は

ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー（
摩
擦
・
摩
耗
・
潤
滑
に
関
す

る
総
合
科
学
技
術
）。こ
れ
ま
で
行
っ
た
主
な
研

究
は
、摩
耗
形
態
図
に
よ
る
摩
耗
理
論
の
構
築

と
体
系
化
に
関
す
る
研
究
、長
野
五
輪
日
本
チ

ー
ム
用
低
摩
擦
ボ
ブ
ス
レ
ー
ラ
ン
ナ
ー
の
開

発
、米
ぬ
か
を
原
料
と
す
る
硬
質
多
孔
性
炭
素

材
料「
R
B
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
」の
開
発
と
応
用
な

ど
。中
小
企
業
と
の
産
学
官
連
携
に
よ
る
開
発
、

製
品
化
は
40
件
以
上
。文
部
科
学
大
臣
賞（
科
学

技
術
振
興
功
績
者
表
彰
）、内
閣
府
科
学
技
術
政

策
担
当
大
臣
賞（
産
学
官
連
携
功
労
者
表
彰
）な

ど
を
受
賞
。趣
味
は
妻
と
の
会
話
。

問
い
合
わ
せ

式
典
・
基
調
講
演

み
ち
の
く
大
会

全
国
統
一
研
修
会

み
ち
の
く
大
会

「
そ
う
だ
っ
た
の
か
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グ
ル
ー
プ
法
人
税
制
の
活
用
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「
そ
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だ
っ
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の
か
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グ
ル
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プ
法
人
税
制
の
活
用
」

「
そ
う
だ
っ
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の
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グ
ル
ー
プ
法
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税
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」
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未
来
志
向
の
中
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企
業
生
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残
り
経
営
術
」

「
未
来
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向
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中
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企
業
生
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残
り
経
営
術
」

「
未
来
志
向
の
中
小
企
業
生
き
残
り
経
営
術
」

「
森
は
海
の
恋
人
」

「
森
は
海
の
恋
人
」

「
森
は
海
の
恋
人
」

変
化
・
変
革
こ
そ
自
ら
未
来
を
創
造
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
！

伊
達
政
宗
を
輩
出
し
た
み
ち
の
く
で
、

未
来
に
向
け
た
解
決
策
を
見
出
そ
う
。

会
計
事
務
所
、企
業
参
加
者
、そ
れ
ぞ
れ
に
向
け
、時
代
に
沿
っ
た

実
務
研
修
や
著
名
識
者
に
よ
る
講
演
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
時
間
／
午
後
1
時
４５
分
〜
3
時
４５
分

■
会
場
／「
グ
ラ
ン
ド
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
」（
２
Ｆ
）

■
講
師
／
櫻
井
よ
し
子（
さ
く
ら
い・
よ
し
こ
）氏

つ
　
く

「
今
、私
た
ち
が
出
来
る
こ
と
は
な
に
か
」

「
今
、私
た
ち
が
出
来
る
こ
と
は
な
に
か
」

「
今
、私
た
ち
が
出
来
る
こ
と
は
な
に
か
」

本
年
10
月
１
日
施
行
の
グ
ル
ー
プ
法
人
税
制
に
お
け
る
中
小
企
業
を
中
心
と
し
た
項
目
に

つ
い
て
の
解
説
と
活
用
の
可
能
性
を
探
る
分
科
会
で
す
。

全
国
統
一
研
修
会

変
革
の
と
き
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来
を
創
造
る

つ
　
　
く

変
革
の
と
き
、未
来
を
創
造
る

つ
　
　
く

変
革
の
と
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、未
来
を
創
造
る

つ
　
　
く
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、小
・
中
学
校

の
教
科
書
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。同
時
に
、環
境

教
育
の
手
助
け
と
し
て
上
流
域
の
子
ど
も
た
ち

を
養
殖
場
に
招
く
体
験
学
習
を
つ
づ
け
、招
い
た

子
ど
も
た
ち
は
7,
0
0
0
人
を
超
え
る
。03
年

に
緑
化
推
進
運
動
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
賞
表

彰
。04
年
に
宮
沢
賢
治
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
賞
受
賞
。

05
年
に
は
、京
都
大
学
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
教
育
研

究
セ
ン
タ
ー
社
会
連
携
教
授
に
も
就
任
す
る
。著

書
に『
日
本〈
汽
水
〉紀
行
』（
文
藝
春
秋
／
日
本
エ

ッ
セ
イ
ス
ト
・
ク
ラ
ブ
賞
）、『
漁
師
さ
ん
の
森
づ
く

り
』（
講
談
社
／
産
経
児
童
出
版
文
化
賞
J
R
賞
・

小
学
館
児
童
出
版
文
化
賞
）、『
森
は
海
の
恋
人
』

『
リ
ア
ス
の
海
辺
か
ら
』（
共
に
文
春
文
庫
）な
ど
が

あ
る
。

気
仙
沼
漁
師
、「
牡
蠣
の
森
を
慕
う
会
」代
表
、

京
都
大
学
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

社
会
連
携
教
授

■
日
時
／
10
月
15
日（
金
）

■
会
場
／
利
府
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

〒
９
８
１

̶

０
１
０
３ 

宮
城
郡
利
府
町
森
郷
字
内
の
目
北
3

̶
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０
２
２

̶

３
５
６

̶

７
３
１
１

●
略
歴

1
9
5
6
年
青
森
県
八
戸
市
生
ま
れ
。84
年
東

北
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期

３
年
の
課
程
修
了
。工
学
博
士
。東
北
大
学
工

学
部
助
手
、講
師
、助
教
授
、山
形
大
学
工
学
部

助
教
授
を
経
て
、01
年
6
月
よ
り
東
北
大
学
大

学
院
工
学
研
究
科
教
授
、現
在
に
至
る
。専
門
は

ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー（
摩
擦
・
摩
耗
・
潤
滑
に
関
す

る
総
合
科
学
技
術
）。こ
れ
ま
で
行
っ
た
主
な
研

究
は
、摩
耗
形
態
図
に
よ
る
摩
耗
理
論
の
構
築

と
体
系
化
に
関
す
る
研
究
、長
野
五
輪
日
本
チ

ー
ム
用
低
摩
擦
ボ
ブ
ス
レ
ー
ラ
ン
ナ
ー
の
開

発
、米
ぬ
か
を
原
料
と
す
る
硬
質
多
孔
性
炭
素

材
料「
R
B
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
」の
開
発
と
応
用
な

ど
。中
小
企
業
と
の
産
学
官
連
携
に
よ
る
開
発
、

製
品
化
は
40
件
以
上
。文
部
科
学
大
臣
賞（
科
学

技
術
振
興
功
績
者
表
彰
）、内
閣
府
科
学
技
術
政

策
担
当
大
臣
賞（
産
学
官
連
携
功
労
者
表
彰
）な

ど
を
受
賞
。趣
味
は
妻
と
の
会
話
。

問
い
合
わ
せ

式
典
・
基
調
講
演

み
ち
の
く
大
会

全
国
統
一
研
修
会

み
ち
の
く
大
会

「
そ
う
だ
っ
た
の
か
！
グ
ル
ー
プ
法
人
税
制
の
活
用
」

「
そ
う
だ
っ
た
の
か
！
グ
ル
ー
プ
法
人
税
制
の
活
用
」

「
そ
う
だ
っ
た
の
か
！
グ
ル
ー
プ
法
人
税
制
の
活
用
」

「
未
来
志
向
の
中
小
企
業
生
き
残
り
経
営
術
」

「
未
来
志
向
の
中
小
企
業
生
き
残
り
経
営
術
」

「
未
来
志
向
の
中
小
企
業
生
き
残
り
経
営
術
」

「
森
は
海
の
恋
人
」

「
森
は
海
の
恋
人
」

「
森
は
海
の
恋
人
」

変
化
・
変
革
こ
そ
自
ら
未
来
を
創
造
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
！

伊
達
政
宗
を
輩
出
し
た
み
ち
の
く
で
、

未
来
に
向
け
た
解
決
策
を
見
出
そ
う
。

会
計
事
務
所
、企
業
参
加
者
、そ
れ
ぞ
れ
に
向
け
、時
代
に
沿
っ
た

実
務
研
修
や
著
名
識
者
に
よ
る
講
演
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
時
間
／
午
後
1
時
４５
分
〜
3
時
４５
分

■
会
場
／「
グ
ラ
ン
ド
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
」（
２
Ｆ
）

■
講
師
／
櫻
井
よ
し
子（
さ
く
ら
い・
よ
し
こ
）氏

つ
　
く

「
今
、私
た
ち
が
出
来
る
こ
と
は
な
に
か
」

「
今
、私
た
ち
が
出
来
る
こ
と
は
な
に
か
」

「
今
、私
た
ち
が
出
来
る
こ
と
は
な
に
か
」

本
年
10
月
１
日
施
行
の
グ
ル
ー
プ
法
人
税
制
に
お
け
る
中
小
企
業
を
中
心
と
し
た
項
目
に

つ
い
て
の
解
説
と
活
用
の
可
能
性
を
探
る
分
科
会
で
す
。

全
国
統
一
研
修
会

変
革
の
と
き
、未
来
を
創
造
る

つ
　
　
く

変
革
の
と
き
、未
来
を
創
造
る

つ
　
　
く

変
革
の
と
き
、未
来
を
創
造
る

つ
　
　
く
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ア
ベ
鳥
取
堂
が
創
業
し
た
の
は
１
９

１
０
年
（
明
治
43
年
）
の
こ
と
。
菓
子
の

製
造
・
卸
小
売
、
酒
類
、
木
炭
、
食
料

品
の
小
売
と
し
て
開
業
し
、
終
戦
ま
で

は
旧
陸
軍
（
第
四
十
連
隊
）
の
御
用
達
に

指
定
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

今
に
つ
な
が
る
弁
当
を
つ
く
り
は
じ

め
た
の
は
43
年
（
昭
和
18
年
）。「
よ
う
や

く
日
本
も
落
ち
着
い
て
き
て
、
鳥
取
に

も
旅
行
客
が
く
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

そ
こ
で
弁
当
を
つ
く
ろ
う
と
思
っ
た
の

で
す
が
、
店
で
売
っ
て
い
る
の
は
幕
の

内
と
か
お
に
ぎ
り
ば
か
り
。
ど
う
せ
な

ら
郷
土
色
豊
か
な
駅
弁
を
つ
く
れ
な
い

だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
」
と
話

す
の
は
３
代
目
の
阿
部
正
昭
さ
ん
。

こ
う
し
て
先
代
は
山
陰
の
味
覚
で
あ

る
「
松
葉
が
に
」
に
着
目
。
こ
れ
を
使
っ

て
駅
弁
を
つ
く
ろ
う
と
考
え
、
52
年
に

「
か
に
寿
し
」
を
発
売
し
た
。
今
で
こ
そ

「
か
に
寿
し
」
は
同
社
の
看
板
メ
ニ
ュ
ー

に
な
っ
て
い
る
が
、
発
売
当
初
は
「
ま
っ

た
く
売
れ
な
か
っ
た
」
そ
う
だ
。
ま
た
、

当
時
の
「
か
に
寿
し
」
は
冬
場
だ
け
し
か

つ
く
れ
な
い
と
い
う
弱
み
も
。
そ
こ
で
、

先
代
は
６
年
間
か
け
て
独
自
の
保
存
技

術
を
考
案
し
、
日
本
初
の
駅
弁
の
通
年

販
売
を
開
始
。
さ
ら
に
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ

に
か
に
の
甲
羅
に
似
せ
た
八
角
形
の
折

箱
を
採
用
。
当
時
の
駅
弁
業
界
で
は
四

角
や
丸
と
い
っ
た
形
以
外
の
折
箱
は
珍

し
か
っ
た
た
め
、
大
い
に
話
題
に
な
っ

た
と
い
う
。「
郷
土
色
を
出
し
た
か
っ
た

の
で
、
折
箱
に
ま
で
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。

通
年
販
売
に
し
た
こ
と
で
『
か
に
寿
し
』

の
認
知
度
が
高
ま
り
、
徐
々
に
買
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
ん
で
す
」

と
阿
部
社
長
は
話
す
。

郷
土
色
へ
の
こ
だ
わ
り
は
そ
の
製
造

方
法
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
鳥
取
県

東
部
か
ら
、
兵
庫
県
北
部
で
水
揚
げ
さ

れ
る
か
に
の
身
を
使
用
。
鮮
度
を
保
つ

た
め
生
き
た
ま
ま
仕
入
れ
、
水
揚
げ
し

た
そ
の
場
で
茹
で
上
げ
る
と
い
う
こ
だ

わ
り
ぶ
り
だ
。
か
に
の
身
を
ほ
ぐ
す
の

も
す
べ
て
手
作
業
。「
機
械
は
水
を
使
っ

て
身
を
ほ
ぐ
す
の
で
、
仕
上
が
っ
た
と

き
に
ど
う
し
て
も
パ
サ
パ
サ
に
な
っ
て

し
ま
う
。
手
作
業
に
す
る
こ
と
で
、
か

に
本
来
の
ふ
ん
わ
り
と
し
た
食
感
を
味

わ
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
阿
部

社
長
は
胸
を
張
る
。

現
在
、
駅
弁
の
種
類
は
21
種
。「
か
に

寿
し
」を
は
じ
め
、「
あ
ご（
飛
魚
）」を
使

用
し
た
「
あ
ご
寿
し
」、
鳥
取
県
発
祥
の

「
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
「
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
風
呂
茶
漬
け
」、

鳥
取
の
「
ず
が
に
飯
」
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得

た
「
山
陰
鳥
取
か
に
め
し
」
な
ど
、
ど
れ

も
郷
土
色
を
強
く
打
ち
出
し
た
も
の
ば

か
り
だ
。
県
内
の
鉄
道
の
各
駅
、
鳥
取

空
港
、
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
な
ど
で

販
売
し
て
人
気
を
呼
ん
で
い
る
。

「
先
代
か
ら
は
い
つ
も『
儲
け
る
商
売
を

す
る
な
。
儲
か
る
商
売
を
し
ろ
』
と
い
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の

特
色
に
こ
だ
わ
っ
た
商
売
を
つ
づ
け
て

い
き
た
い
」と
阿
部
社
長
は
豊
富
を
語
る
。

4

鳥
取
の
駅
弁
と
し
て
人
気
の「
か
に
寿
し
」は
半
世
紀
を
越
え
る
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
。

製
造
元
の
ア
ベ
鳥
取
堂
は
今
年
で
創
業
1
0
0
年
を
迎
え
る
。
競
争
の
激
し
い
食

品
業
界
に
あ
っ
て
、
地
元
・
鳥
取
に
こ
だ
わ
っ
た
商
売
で
生
き
残
っ
て
き
た
。

「つぎの100年を目指して頑張りたい」と阿部社長

◆
後
藤
俊
夫
の
百
年
企
業
レ
ポ
ー
ト

明
治
20
年
か
ら
始
ま
っ
た
駅
弁
の
分
野
で

健
闘
し
て
い
る
１
社
が
ア
ベ
鳥
取
堂
で
す
。

ま
た
、
今
年
１
０
０
周
年
（
明
治
43
年
創
業
）

企
業
が
全
国
で
８
２
４
社
あ
り
ま
す
が
、
元

気
印
の
共
通
点
は
時
代
の
変
化
の
敏
感
な
察

知
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
し
て
地
域
と
の

つ
な
が
り
で
す
。
事
実
、
同
社
の
駅
弁
づ
く

り
か
ら
は
、
た
し
か
な
郷
土
愛
を
見
て
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
域
性
に
重
き
を
置
き

な
が
ら
商
品
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
し
つ

づ
け
、
製
造
現
場
で
は
愚
直
な
ま
で
に
手
作

業
を
貫
き
通
し
て
い
る
あ
た
り
を
見
て
も
明

ら
か
で
す
。
そ
う
し
た
取
り
組
み
が
認
め
ら

れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
同
社
の
駅
弁
は
地
元

の
人
た
ち
か
ら
も
観
光
客
か
ら
も
愛
さ
れ
つ

づ
け
、
長
年
に
わ
た
る
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ

か
ら
も
地
域
性
を
前
面
に
打
ち
出
し
た
駅
弁

に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

後藤俊夫教授 東京大学経済学部卒業後、ハーバード大学でMBA取得。日本電気株式会社（NEC）
に入社、ソリューションビジネス事業推進本部長等を歴任。静岡産業大学教授を経て、05年光産
業創成大学院大学教授に就任。専門は経営戦略（ファミリービジネス）
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広島空港やJR三原駅、三原港といっ
た交通の要所を有する三原市。この
地で若手税理士として注目を集めて
いるのが片島尚子先生です。昨年、
事務所を新築したばかり、まさに乗
りに乗っている先生です。さっそく、
そのお仕事ぶりを拝見してみました。

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
税
理
士
試
験
の
受

験
資
格
を
取
得
す
る
た
め
に
簿
記
を
学
べ

る
学
校
に
す
す
む
こ
と
に
し
ま
し
た
」

こ
う
し
て
片
島
先
生
は
親
元
を
は
な

れ
、
広
島
市
の
専
門
学
校
に
進
学
す
る
こ

と
に
。
そ
し
て
、
寮
生
活
を
し
な
が
ら
簿

記
の
勉
強
に
励
み
、
簿
記
１
級
の
資
格
を

取
得
し
た
の
で
す
。

「
入
学
し
た
年
に
簿
記
１
級
は
取
得
し

た
も
の
の
、
税
理
士
に
な
る
と
い
う
目
標

を
忘
れ
、
就
職
活
動
時
期
に
入
り
ま
し
た
。

す
る
と
、
両
親
の
経
営
す
る
会
社
の
顧
問

を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
税
理
士
の
先
生

か
ら
就
職
先
が
決
ま
っ
て
い
な
い
な
ら
、

う
ち
の
事
務
所
で
は
ど
う
で
す
か
と
声
を

か
け
て
い
た
だ
き
、
そ
の
事
務
所
で
働
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

こ
の
縁
が
先
生
を
税
理
士
業
界
へ
と
導

専
門
学
校
を
卒
業
し

税
理
士
業
界
に

「
高
校
生
の
頃
は
ま
さ
か
自
分
が
税
理

士
に
な
る
と
は
思
っ
て
も
見
ま
せ
ん
で
し

た
。
な
に
せ
税
理
士
と
い
う
職
業
す
ら
知

ら
な
か
っ
た
の
で
す
か
ら
」
と
話
す
の
は

広
島
県
三
原
市
の
片
島
尚
子
先
生
。
実
際
、

片
島
先
生
が
税
理
士
と
い
う
職
業
を
知
っ

た
の
は
、
高
校
卒
業
を
目
前
に
控
え
た
時

期
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

「
専
門
学
校
に
進
学
す
る
こ
と
は
決
め
て

い
た
の
で
す
が
、
ど
ん
な
こ
と
を
学
び
た

い
か
は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

す
る
と
、
父
が
『
税
理
士
と
い
う
仕
事
が

あ
る
か
ら
、
挑
戦
し
て
み
た
ら
』
と
教
え

て
く
れ
た
の
で
す
。
正
直
、
そ
の
と
き
は

ど
ん
な
職
業
な
の
か
ま
っ
た
く
想
像
が
つ

●税理士事務所 2010.7
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で
き
ま
し
た
。
地
元
の
金
融
機
関
か
ら
社

会
保
険
労
務
士
と
し
て
、
月
に
数
回
、
年

金
の
相
談
員
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
依

頼
が
き
た
の
で
す
。

「
た
ま
た
ま
取
得
し
て
い
た
社
労
士
の

資
格
が
大
い
に
役
立
ち
ま
し
た
。
し
か
も
、

そ
の
と
き
の
相
談
が
縁
と
な
っ
て
、
つ
ぎ

つ
ぎ
と
事
務
所
の
顧
問
先
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
た
の
で
す
」

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
顧
問
先

の
方
か
ら
も
お
客
様
を
紹
介
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
う
し
て
顧
問
先
は
着
実
に
増
え
て
き

ま
し
た
が
、
な
か
で
も
美
容
院
や
エ
ス
テ

き
ま
し
た
。「
入
所
し
て
間
も
な
く
、
所

長
か
ら
『
試
験
は
受
け
な
い
の
』
と
い
わ

れ
、
当
初
の
目
標
で
あ
っ
た
税
理
士
に
な

る
た
め
、
税
理
士
試
験
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
た
」
そ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
先
生
は
税
理
士
試
験
対
策
と

し
て
資
格
専
門
校
に
入
校
し
、
本
格
的
に

学
び
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

「
１
年
目
は
簿
記
論
の
試
験
だ
け
を
受
け

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
正
直
あ
ま
り
良
い

出
来
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、何
と
か
こ

れ
に
は
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

以
来
、
先
生
は
税
理
士
事
務
所
で
働
き

な
が
ら
、
税
理
士
試
験
の
勉
強
に
励
み
ま

し
た
。「
最
初
は
何
が
わ
か
ら
な
い
の
か

も
、
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
状
態
で
し
た
。

そ
れ
で
も
何
と
か
合
格
し
た
い
と
い
う
一

心
で
、
ひ
と
つ
ず
つ
着
実
に
マ
ス
タ
ー
し

「
実
務
経
験
を
積
み
な
が
ら
、
理
論
と

現
場
の
違
い
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
仕
事
を
つ
づ
け
る
一
方

で
、
社
会
保
険
労
務
士
の
資
格
を
取
得
す

る
こ
と
に
も
成
功
し
ま
し
た
」

し
か
し
、
充
実
し
た
生
活
を
送
る
一
方

で
、
先
生
の
な
か
で
「
も
っ
と
積
極
的
に

顧
問
先
を
支
援
し
た
い
」
と
い
う
思
い
が

膨
ら
ん
で
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
７
年

の
勤
務
期
間
を
経
て
、
つ
い
に
片
島
先
生

は
独
立
を
は
た
す
こ
と
に
。

「
独
立
し
た
と
こ
ろ
ま
で
は
良
か
っ
た
の

で
す
が
、
最
初
は
顧
問
先
が
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
の
で
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。
か
と

い
っ
て
、
み

ず
か
ら
営
業

を
す
る
方
法

も
わ
か
ら
な

か
っ
た
の

で
、
知
人
や

友
人
か
ら
の

紹
介
で
仕
事

を
も
ら
っ
た

り
し
て
い
ま

し
た
」

そ
ん
な
折
、

先
生
の
も
と

に
チ
ャ
ン
ス

が
舞
い
込
ん

て
い
く
よ
う
に
心
が
け
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
ど
う
に
か
財
務
諸
表
論
も
す
ぐ
に
合

格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
こ
ろ
が
、
つ
ぎ
に
挑
戦
し
た
相
続
税

は
不
合
格
に
。

「
そ
の
と
き
の
失
敗
で
、
母
親
は
『
諦

め
た
ら
』
と
い
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
ま
ま
で
は
悔
し
い
の
で
、
も
う
一
度

だ
け
挑
戦
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
す
る

と
、
何
と
か
２
年
目
に
は
合
格
通
知
を
も

ら
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
」

そ
れ
か
ら
は
、
先
生
の
快
進
撃
が
つ
づ

き
ま
し
た
。
難
関
で
あ
る
法
人
税
を
１
年

で
パ
ス
す
る
と
、
翌
年
に
は
消
費
税
も
突

破
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

「
法
人
税
は
難
し
い
こ
と
も
あ
っ
て
、

周
囲
か
ら
は
３
年
く
ら
い
は
必
要
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
運
が
良
か

っ
た
の
か
、
初
挑
戦
で
合
格
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
す
。
お
か
げ
で
、
早
い
段
階

で
税
理
士
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」

美
容
業
界
を
中
心
に

幅
広
い
業
種
を
カ
バ
ー

資
格
取
得
後
、
片
島
先
生
は
勤
務
税
理

士
と
し
て
経
験
を
積
む
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

「やっさ踊り」のまちでは
たこの加工品が大人気!!

広島県三原市

「ネットワークを生かしながら、顧問先にとって有益な情
報を提供していきたい」と話す片島尚子先生

三原市は広島県の中央東部に位置する人口約10万
4000人のまち。05年に三原市、本郷町、久井町、大和
町が合併してできた新しい市で、立地環境から交通の
要所として機能している。
そんな三原市の特産品といえば「たこ」。刺身でい

ただくのはもちろんのこと、たこコロッケ、たこ足天
ぷら、たこ飯の素、あぶりだこ、たこ浜焼など、さま
ざまな加工品が人気を集めている。
また、8月には伝統行事「三原やっさ祭り」が催さ

れる。この祭りの目玉は何といっても伝統芸能「やっ
さ踊り」。永禄10年（1567年）、三原に海城が築城され
た際に発祥したといわれる。「やっさ、やっさ」とい
うはやし言葉がかけられることから、「やっさ踊り」
と呼ばれるようになったそうだ。今年は8月6日（金）～
8日（日）にかけて催されるので、この機会に三原の伝
統行事を体験してみてはどうだろうか。
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テ
ィ
ッ
ク
サ
ロ
ン
と
い
っ
た
美
容
関
係
の
顧

問
先
が
多
い
と
い
い
ま
す
。
と
い
う
の
は

「
福
山
市
と
三
原
市
に
は
、
ど
う
い
う
わ

け
か
美
容
関
係
事
業
者
が
た
く
さ
ん
い

る
」
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
不
況
の
影
響
は
確
実
に
影
を

落
と
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
た
と
え
ば
、

ほ
と
ん
ど
の
美
容
院
で
「
お
客
様
が
髪
を

切
り
に
来
る
間
隔
が
長
く
な
っ
て
い
る
」

そ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
片
島
先
生
は
最
近
、
顧
問
先

に
経
営
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
こ
と
に
全
力

を
注
い
で
い
ま
す
。
と
き
に
は
「
チ
ラ
シ

の
内
容
や
配
る
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
、
お
客

様
を
呼
び
込
む
た
め
の
手
法
に
つ
い
て
一

緒
に
考
え
る
こ
と
も
あ
る
」
と
い
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
先
生
は
頻
繁
に
試
算
表
を
持
っ

て
顧
問
先
の
も
と
を
訪
れ
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

「
顧
問
先
に
と
っ
て
試
算
表
は
通
信
簿

の
よ
う
な
も
の
で
す
。
そ
れ
を
一
緒
に
見

な
が
ら
、
経
営
上
の
問
題
点
を
明
ら
か
に

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
経
営
は

徐
々
に
上
向
い
て
い
く
は
ず
で
す
。
Ｉ
Ｔ

化
や
電
子
化
が
す
す
ん
で
い
ま
す
が
、
試

算
表
を
経
営
者
の
と
こ
ろ
に
持
っ
て
行

き
、
そ
れ
に
つ
い
て
話
し
合
う
と
い
う
ア

ナ
ロ
グ
な
仕
事
も
大
事
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

そ
こ
に
は
「
税
金
を
適
正
に
納
め
て
も

ら
う
こ
と
も
大
事
で
す
が
、
そ
れ
以
前
に

経
営
が
し
っ
か
り
し
て
い
な
け
れ
ば
元
も

子
も
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
税
理

士
は
税
務
だ
け
で
は
な
く
、
会
計
業
務
を

通
じ
て
顧
問
先
の
持
続
的
な
経
営
に
貢
献

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
思
い
が

強
く
あ
る
よ
う
で
す
。

顧
問
先
と
一
緒
に
つ
く
っ
た

こ
だ
わ
り
の
新
事
務
所

業
務
に
熱
意
を
燃
や
す
一
方
で
、
片
島

先
生
は
１
年
半
前
に
は
事
務
所
を
新
築
・

移
転
し
た
そ
う
で
す
。

「
開
業
時
の
事
務
所
が
手
狭
に
な
り
、

書
類
の
置
き
場
や
顧
問
先
と
の
打
ち
合
わ

せ
ス
ペ
ー
ス
に
困
っ
て
い
た
の
で
、
思
い

切
っ
て
新
築
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ち

な
み
に
、
建
物
は
顧
問
先
の
建
設
業
者
や

設
備
会
社
に
発
注
し
て
、
一
緒
に
な
っ
て

設
計
し
た
ん
で
す
よ
」

こ
う
し
て
完
成
し
た
事
務
所
は
コ
ン
パ

ク
ト
な
が
ら
も
、
モ
ダ
ン
な
外
装
と
シ
ン

プ
ル
な
内
装
が
特
徴
的
な
建
物
に
な
っ
て

い
ま
す
。

「
い
く
つ
か
の
顧
問
先
と
一
緒
に
な
っ

て
仕
事
を
す
る
こ
と
で
、
十
分
な
成
果
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
こ

う
い
っ
た
顧
問
先
同

士
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

別
の
仕
事
で
も
セ
ッ

テ
ィ
ン
グ
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」

さ
て
、
そ
ん
な
片

島
先
生
と
Ｍ
Ｊ
Ｓ
と

の
お
付
き
合
い
は
勤

務
時
代
か
ら
に
な
る

そ
う
で
す
。

「
勤
務
時
代
か
ら

使
い
慣
れ
て
い
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
開
業

当
初
か
ら
Ｍ
Ｊ
Ｓ
の

シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て

い
ま
す
。
電
子
申
告

に
も
比
較
的
早
い
時

期
か
ら
取
り
組
ん
で

お
り
、
今
で
は
ほ
ぼ

１
０
０

に
な
っ
て

い
ま
す
」

今
後
も
地
元
・
三

原
市
を
中
心
に
広
島

経
済
を
支
え
つ
づ
け

て
く
だ
さ
い
。
先
生

と
職
員
の
皆
様
方
の

益
々
の
ご
発
展
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

職員の皆さんもシンプルで使い勝手にこだわった事務所で、ノビノビと仕事に励んでいます

●税理士事務所 2010.7



吉
井
先
生（
以
下
敬
称
略
）
84
年
８
月
１

日
に
創
業
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で

は
ど
う
さ
れ
て
い
た
の
で
す
か
。
創
業
に

い
た
る
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

河
上
社
長（
以
下
敬
称
略
）
高
校
卒
業
時

に
、
家
庭
の
事
情
で
大
学
進
学
を
断
念
せ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
家
庭
が
困
窮

し
て
い
ま
し
て
、
飲
食
店
に
勤
め
れ
ば
食

う
に
は
困
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た

矢
先
、
駅
で
拾
っ
た
新
聞
の
求
人
欄
を
見

た
ら
、
た
ま
た
ま
飲
食
店
の
求
人
が
な
く

製
パ
ン
業
の
募
集
が
あ
っ
た
の
で
す
。
そ

こ
で
さ
っ
そ
く
、応
募
し
就
職
し
ま
し
た
。

吉
井

当
時
、
ご
苦
労
さ
れ
た
こ
と
は
あ

り
ま
し
た
か
。

河
上

入
社
当
時
は
、
ハ
ン
グ
リ
ー
で
し

た
か
ら
早
く
一
人
前
に
な
り
た
く
て
朝
一

番
に
出
社
し
、
夜
は
遅
く
ま
で
働
き
ま
し

た
。そ
の
結
果
、６
カ
月
で
店
を
任
さ
れ
る

ま
で
に
な
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
に
と
も
な

い
給
料
も
増
え
て
い
っ
た
ん
で
す
が
、
ほ

か
の
店
で
修
行
し
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い

転
職
す
る
こ
と
に
。
そ
こ
で
は
改
善
意
見

な
ど
で
社
長
と
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
そ
の
と
き
最
初
の
会
社
で
チ
ー
フ

を
や
っ
て
お
ら
れ
た
方
が
独
立
さ
れ
た
の

で
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
引
き
抜
い
て
も

ら
い
ま
し
た
。
転
職
し
て
４
カ
月
が
経
っ

た
と
き
で
し
た
。
そ
の
方
は
私
の
終
生
の

師
匠
と
思
っ
て
い
る
方
で
、
も
と
も
と
イ

ー
ス
ト
菌
を
扱
う
会
社
の
研
究
室
に
い
ま

し
た
。こ
れ
ま
で
の「
勘
」で
勝
負
す
る
職

人
で
は
な
く
、
微
生
物
の
発
酵
を
理
論
で

理
解
す
る
や
り
方
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

大
阪
で
は「
パ
ン
の
神
様
」と
し
て
知
ら
れ
、

な
ぜ
同
じ
配
合
で
つ
く
る
の
に
味
が
こ
ん

な
に
も
違
う
の
か
と
衝
撃
を
受
け
た
こ
と

を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

吉
井

い
ま
や
１
日
に
１,
０

０
０
名
以
上
の
お
客
様
が
来
店

さ
れ
る
そ
う
で
す
が
、
ど
こ
が

支
持
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
か
。

河
上

土
日
で
約
１,
３
０
０

人
、
平
日
で
約
８
０
０
人
の
お

客
様
が
来
店
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
社
は
99
年
11
月
の
お
か
や
ま

工
房
国
富
店
の
オ
ー
プ
ン
時
か

ら
、
イ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
、
乳
化

剤
、
製
パ
ン
改
良
剤
な
ど
の
化

学
合
成
添
加
物
の
使
用
を
止

め
、
無
添
加
パ
ン
生
地
に
切
り

換
え
た
の
で
す
が
、
そ
れ
が
評

価
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
当
時
、
無
添
加
で
は
パ

ン
は
大
き
く
膨
ま
ず
、
お
い
し

く
な
い
と
信
じ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
現
在
も
、
そ
う
思
っ
て
い

る
パ
ン
職
人
は
多
い
よ
う
で
す
。
け
れ
ど

も
、「
体
に
害
に
な
る
と
わ
か
っ
て
い
る
も

の
を
、パ
ン
生
地
に
入
れ
た
く
な
い
」と
い

う
思
い
が
あ
っ
た
の
で
す
。

吉
井

無
添
加
の
パ
ン
生
地
を
つ
く
る
の

に
苦
労
さ
れ
た
点
は
ど
こ
で
す
か
。

河
上

劣
化
、
老
化
の
早
い
無
添
加
生
地

の
パ
ン
を
一
般
的
な
パ
ン
よ
り
お
い
し
く「おかやま工房」リエゾンの外観

「おかやま工房」のベーカリー「リエゾン」の前で話す
河上社長（右）と吉井先生（左）

「
パ
ン
生
地
は
生
き
物
だ
。つ
く
る
の

で
は
な
く
、育
て
る
」「
自
分
が
イ
ー

ス
ト
菌
に
な
り
、パ
ン
生
地
の
な
か

に
い
る
と
思
っ
て
生
地
に
接
し
、心

を
込
め
て
パ
ン
を
つ
く
る
」―
。そ
ん

な
思
い
を
持
ち
な
が
ら
、無
添
加
パ

ン
で
急
成
長
を
つ
づ
け
る「
お
か
や

ま
工
房
」の
河
上
祐
隆

つ
ね
た
か

社
長
に
吉
井

先
生
が
訪
問
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。



焼
き
上
げ
る
た
め
に
、
空
調
に
最
大
の
注

意
を
払
い
ま
し
た
。
工
房
内
を
常
時
25
度

に
設
定
す
る
こ
と
で
、
気
温
や
湿
度
に
影

響
さ
れ
る
こ
と
な
く
パ
ン
を
焼
き
上
げ
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

吉
井

そ
の
な
か
で
重
要
な
こ
と
は
何
で

す
か
。

河
上

安
定
し
た
生
地
づ
く
り
が
一
番
重

要
で
す
。
当
社
独
自
に
作
成
・
管
理
し
て

い
る
レ
シ
ピ
や
製
造
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ

て
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

吉
井

「
ベ
ー
カ
リ
ー
開
業
支
援
」を
積
極

的
に
推
進
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
そ

の
内
容
に
つ
い
て
お
話
し
く
だ
さ
い
。

河
上

私
が
22
歳
で
独
立
す
る
こ
と
に
な

っ
た
際
に
、
資
金
と
い
う
壁
に
ぶ
ち
当
た

り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
師
匠
に
借
金
の
保

証
人
に
な
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
資
金
貸
与

な
ど
の
面
で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。そ
こ
で
、師
匠
か
ら
受
け
た
恩
を
継
承

す
る
た
め
に
、
独
立
志
望
の
若
者
を
採
用

し
、
２
〜
３
年
で
独
立
さ
せ
る
と
い
う
支

援
を
つ
づ
け
て
い
る
の
で
す
。ま
た
、も
っ

と
「
日
本
全
国
に
無
添
加
生
地
の
安
心
安

全
で
お
い
し
い
パ
ン
を
普
及
さ
せ
た
い
」

「
こ
れ
ま
で
20
数
年
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
や
り

た
い
と
い
う
人
に
伝
え
た
い
」「
地
域
の
人

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
ベ
ー
カ
リ
ー
を
増
や

し
た
い
」と
い
う
思
い
か
ら
、未
経
験
者
で

も
５
日
間
の
研
修
で
開
業
で
き
る
「
リ
エ

ゾ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
ベ
ー
カ
リ
ー
開

業
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
開
発
し
、
実
施
し
て
い

ま
す
。

吉
井

５
日
間
で
習
得
で
き
る
の
で
す

か
。

河
上

で
き
ま
す
。
私
が
20
数
年
の
試
行

錯
誤
の
上
、
つ
く
り
上
げ
て
き
た
理
論
と

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
提
供
し
ま
す
。
粉
も
当
社

が
独
自
に
ブ
レ
ン
ド
し
た
国
産
小
麦
を
提

供
し
ま
す
の
で
、

あ
と
は
こ
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
に
沿
っ
て

や
れ
ば
開
業
で
き

ま
す
。
昨
年
４
月

か
ら
こ
れ
ま
で
全

国
で
16
店
舗
を
開

業
支
援
し
ま
し

た
。
ち
な
み
に
通

常
、
パ
ン
屋
の
開

業
に
は
初
期
投
資
が
３,
０
０
０
万
円
か
か

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
社
の
シ
ス

テ
ム
で
は
初
期
投
資
１,
０
０
０
万
円
で

開
業
で
き
ま
す
。

吉
井

ベ
ー
カ
リ
ー
は
職
人
さ
ん
の
経
験

が
あ
っ
て
成
り
立
つ
も
の
だ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
。

河
上

旧
態
依
然
と
し
た
職
人
は
要
ら
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。現
に
当
社
は
、新
卒

か
中
途
で
も
未
経
験
者
を
採
用
し
て
い
ま

す
。
過
去
の
経
験
は
邪
魔
に
な
る
だ
け
で

ま
っ
た
く
役
に
立
ち
ま
せ
ん
。

吉
井

今
後
の
事
業
展
開
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

河
上

当
社
が
他
社
に
追
随
を
許
さ
な
い

企
業
と
な
る
た
め
の
礎
を
つ
く
る
た
め

に
、
こ
れ
か
ら
も
「
リ
エ
ゾ
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
最
近
は
外
国
か
ら
合
弁
で

開
業
し
な
い
か
と

誘
わ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
私

と
し
て
は
合
弁
で

は
な
く
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
を
行
う

こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
私
の
使
命
は

ひ
と
り
で
も
多
く

の
人
に
安
心
し
て

食
べ
て
い
た
だ
け
る
パ
ン
を
届
け
る
こ
と

で
す
。お
い
し
い
パ
ン
、楽
し
い
お
店
、や

さ
し
い
接
客
を
通
し
て
、お
客
様
に
喜
び
、

感
動
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に「
日
々
進
歩
、

進
化
し
続
け
る
未
来
志
向
の
ベ
ー
カ
リ
ー

企
業
」を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

吉
井

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
後
も
安
全
で
お
い
し
い
パ
ン
の
提

供
を
お
願
い
し
ま
す
。

2010.7

「リエゾンプロジェクト」から生まれたベーカリー
「プロヴァンスの朝」



（
松
江
市
）

松
江
市
の
シ

ン
ボ
ル
と
い
え

ば
、や
は
り
宍
道

湖
で
す
。宍
道
湖

の
周
囲
は
約
45

㎞
で
、全
国
で
７

番
目
に
大
き
い

湖
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。ま

た
、
宍
道
湖
に
夕
日
が
沈
む
光
景
が
美
し

く
、
周
囲
に
は
い
く
つ
か
の
ビ
ュ
ー
ス
ポ

ッ
ト
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
昔
か
ら
変

わ
ら
な
い
宍
道
湖
の
サ
ン
セ
ッ
ト
ビ
ュ
ー

は
私
た
ち
松
江
市
民
に
と
っ
て
原
風
景
で

も
あ
る
の
で
す
。

宍
道
湖
の
恵
み
は
そ
う
い
っ
た
景
観
だ

け
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
宍
道
湖
に
は
わ

ず
か
に
塩
分
を
含
む「
汽
水
湖
」と
い
う
特

性
も
あ
り
、
魚
介
類
が
豊
富
な
湖
で
す
か

ら
、
当
然
漁
業
が
盛
ん
で
す
。
と
く
に
シ

ジ
ミ
、
白
魚
、
鯉
な
ど
は
「
宍
道
湖
七
珍
」

と
呼
ば
れ
、
古
く
か
ら
松
江
の
味
と
し
て

親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
な
か
で
も
日
本

一
の
水
揚
げ
量
を
誇
る
シ
ジ
ミ
は
全
国
的

に
有
名
で
す
。
大
粒
で
プ
リ
プ
リ
と
し
た

食
感
の
シ
ジ
ミ
は
ま
さ
に
松
江
が
誇
る
ご

当
地
グ
ル
メ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
宍
道

湖
沿
い
の
マ
ル
イ
総
合
水
産
㈱
（
℡：

0

8
5
2
―

3
6
―

8
0
2
6
）で
は
、
獲
れ
た

て
の
シ
ジ
ミ
や
魚
を
安
く
買
う
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
松
江
に
来
る
機
会
が
あ
れ
ば

立
ち
寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

宍
道
湖
の
周
囲
に
は
ま
だ
ま
だ
ご
紹
介

し
た
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ

が
朝
日
新
聞
に
連
載
さ
れ
て
い
た
4
コ
マ

漫
画
『
ペ
エ

ス
ケ
』
の
登

場
人
物
「
平

野
平
太
」
と

そ
の
飼
い
犬

「
ガ
タ
ピ
シ
」

の
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
で
す
。『
ペ
エ
ス
ケ
』
や
『
ギ
ャ
ー
ト

ル
ズ
』
の
作
者
で
あ
る
漫
画
家
・
園
山
俊

二
氏
が
松
江
市
生
ま
れ
と
い
う
こ
と
で
、

こ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
建
て
ら
れ
た
そ
う

で
す
。
さ
ら
に
、
宍
道
湖
沿
い
に
あ
る
島

根
県
立
美
術
館

に
も
ユ
ニ
ー
ク

な
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
名
も

「
宍
道
湖
う
さ

ぎ
」。12
羽
の
ウ

サ
ギ
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
で
、
ウ
サ
ギ
が
飛
び
跳
ね
て
い
る

様
子
を
連
続
写
真
の
よ
う
に
表
現
し
て
い

ま
す
。
ど
う
い
う
わ
け
か
、
西
を
向
き
な

が
ら
湖
か
ら
２
番
目
の
ウ
サ
ギ
を
触
る
と

幸
せ
が
訪
れ
る
と
い
う
ジ
ン
ク
ス
ま
で
あ

る
よ
う
で
す
。

（
松
江
市
）

松
江
と
い
え
ば
、『
怪
談
』の
作
者
・
小

泉
八
雲
こ
と
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
が

愛
し
た
ま
ち
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
彼
は
妻
の
小
泉
セ
ツ
が
語
る
物
語
を

数
々
の
著
書
と
し
て
残
し
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
つ
ぎ
は
小
泉
八
雲
が
愛
し
た
月

照
寺
に
足
を
伸

ば
し
て
み
ま
し

ょ
う
。
こ
の
お

寺
は
松
江
藩
主

松
平
家
の
菩
堤

寺
で
、
な
か
に

は
初
代
藩
主
・

▲マルイ総合水産ではシジミの量り
売りを行っている

▲「宍道湖」に落ちる夕日

▲漫画『ペエスケ』のモニュメント

▲島根県立美術館の「宍道湖うさぎ」

▲「宍道湖」の夕日スポットに立つ金森允美先生

金
森
税
理
士
事
務
所

所
長
金
森
允
美
み
つ
よ
し

今
回
は
私
の
地
元
で
も
あ
る
島
根
県

を
ご
案
内
し
ま
す
。
城
下
町
と
し
て

栄
え
て
き
た
松
江
市
や
出
雲
大
社
で

知
ら
れ
る
出
雲
市
に
足
を
運
び
、
私

の
オ
ス
ス
メ
の
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。
特
産
の
シ
ジ
ミ
や
出
雲

そ
ば
と
い
っ
た
グ
ル
メ
か
ら
由
緒
あ

る
寺
社
仏
閣
ま
で
、
島
根
に
は
素
敵

な
魅
力
が
満
載
で
す
。

▲歴代藩主が眠る「月照寺」



直
政
か
ら
９
代
藩
主
・
斉
斎

な
り
と
き

ま
で
の
墓
が

昔
の
ま
ま
の
姿
で
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ち

な
み
に
、７
代
藩
主
・
治
郷

は
る
さ
と（

不
昧
公

ふ
ま
い
こ
う

）は

茶
人
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、
松
江
に

お
茶
の
文
化
を
定
着
さ
せ
た
人
物
と
し
て

も
有
名
で
す
。

ま
た
、
境
内
に
は
大
き
な
石
碑
を
背
負

っ
た
「
大
亀
の
像
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

大
亀
の
像
に
は
夜
中
に
な
る
と
街
中
を
う

ろ
つ
い
て
い
た
と
い
う
逸
話
が
残
さ
れ
て

お
り
、
今
で
は
そ
の
頭
を
な
で
る
と
長
寿

祈
願
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
寺
の
な
か
に
は
至
る
所
に
ア
ジ

サ
イ
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
６
月
中
旬
か

ら
見
事
な
ま
で
に
咲
き
誇
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、月
照
寺
は
通
称「
山
陰
の
あ
じ
さ
い

寺
」と
呼
ば
れ
て
お
り
、そ
の
時
期
に
な
る

と
い
つ
に
も
ま
し
て
大
勢
の
観
光
客
で
に

ぎ
わ
う
の
で
す
。

（
松
江
市
）

出
雲
そ
ば
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
島
根

名
物
の
ひ
と
つ
で
す
。
３
段
の
漆
器
に
そ

ば
を
盛
っ
て
出
す「
割
子
そ
ば
」と
い
う
ス

タ
イ
ル
は
、
出
雲
大
社
を
中
心
と
し
て
発

展
し
て
き
た
も
の
で
、
２
０
０
年
前
か
ら

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
薬
味
に
も
み

じ
お
ろ
し
、海
苔
、か
つ
お
節
、ね
ぎ
な
ど

を
使
う
の
も
特
徴
的
で
す
。

と
い
う
と
こ
ろ
で
、
私
の
お
気
に
入
り

の「
出
雲
そ
ば
処
八
雲
庵
」（
℡：

0
8
5
2

―

2
2
―

2
4
0
0
）を
ご
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
の
お
店
は
松
江
城
に
程
近
い

塩
見
縄
手
と
い
う
地
区
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
一
帯
は
武
家
屋
敷
が
並
ぶ
地
域
で
、
こ

の
お
店
も
そ
の
ひ
と
つ
を
改
装
し
て
つ
く

っ
た
そ
う
で
す
。そ
の
た
め
、店
内
に
は
日

本
庭
園
や
茶

室
が
あ
り
、そ

の
美
し
さ
を

堪
能
し
な
が

ら
そ
ば
を
い

た
だ
く
こ
と

が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て

い
る
の
で
す
。

（
出
雲
市
）

さ
て
、
最
後
に
出
雲
市
に
も
足
を
伸
ば

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
出
雲
と
い
え
ば
出
雲

大
社
が
有
名
で
す
が
今
回
は
日
御
碕
神
社

を
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

出
雲
大
社
は
自

然
の
木
の
質
感

を
生
か
し
た
造

り
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
日
御

碕
神
社
は
美
し

い
朱
塗
り
が
印

象
的
な
神
社
で

す
。江
戸
時
代
、

徳
川
家
光
の
時
代
に
つ
く
ら
れ
、
神
の
宮

に
素
盞
嗚
尊

す
さ
の
お
の
み
こ
と

、
日
沈
宮
に
天
照
大
御
神

あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

が

祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
伊
勢
神
宮
が
昼
を
守

る
神
宮
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
日
御
碕
神

社
は
夜
を
護
る
神
宮
と
し
て
建
て
ら
れ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
御
碕
神
社
の
近
く
に
は
日
御
碕
灯
台

と
い
う
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
、
こ

ち
ら
に
も
足
を
運
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
日

御
碕
灯
台
は
１
９
０
３
年
に
建
設
さ
れ
た

高
さ
43
・
65
ｍ
の
灯
台
で
す
。「
世
界
灯
台

１
０
０
選
」
や

「
日
本
灯
台
50

選
」
に
選
ば
れ

て
い
る
だ
け
で
な
く
、
歴
史
的
価
値
が
高

い
と
い
う
こ
と
で
海
上
保
安
庁
か
ら
も

「
保
存
灯
台
」に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。白

い
レ
ン
ガ
づ
く
り
の
灯
台
か
ら
は
日
本
海

の
オ
ー
シ
ャ
ン
ビ
ュ
ー
を
一
望
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
登
っ
て
み
る
こ
と
を
オ

ス
ス
メ
し
ま
す
。
灯
台
の
周
辺
に
は
ノ
ド

グ
ロ
な
ど
日
本
海
な
ら
で
は
の
魚
の
干
物

が
販
売
さ
れ
て
い
る
の
で
、
お
土
産
に
買

っ
て
帰
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

５
月
末
か
ら
島
根
の
ロ
ー
カ
ル
線
「
一

畑
電
車
」を
舞
台
に
し
た
映
画『
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｌ

Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｓ
』が
公
開
中
で
す
。「
島
根
ま
で

足
を
運
ぶ
の
は
ち
ょ
っ
と
遠
い
な
ぁ
」
と

思
う
人
は
、
映
画
を
観
て
松
江
の
雰
囲
気

を
味
わ
っ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
一
度
は
島

根
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

▲「出雲そば処八雲庵」の美しい中庭▲出雲そばを食べる金森先生

▲朱塗りが印象的な「日御碕神社」

▲日本海を一望できる「日御碕灯台」

▲夜な夜な歩き出すといわ
れていた「大亀の像」
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松
仁

先
生
ご
自
身
が
事
務

所
に
い
な
い
こ
と
が
多
い
と

聞
き
ま
し
た
が
、
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
の
管
理
は
ど
の
よ
う
に

さ
れ
て
い
ま
す
か
。

井
上
先
生（
以
下
敬
称
略
）
オ
フ
ィ

ス
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
利
用
し
て
、
私

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
す
べ
て

オ
ー
プ
ン
に
し
て
い
ま
す
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
に
入
力

し
て
い
ま
す
か
ら
、
手
帳
は

真
っ
白
で
す
よ
。

西
本

手
帳
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
な
い
と
困
り
ま
せ
ん
か
。

井
上

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
印

刷
し
て
持
ち
歩
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
で
十
分
に
対
応
で
き
ま
す
。
以
前
は

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
で
し
た
が
、
オ
フ
ィ

ス
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
利
用
し
て
か
ら
は

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
書
き
換
え
も
簡
単
に
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

松
仁

先
生
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
オ
ー
プ

ン
に
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
し
た
か
。

井
上

お
客
様
と
の
打
ち
合
せ
な
ど
、
私

が
い
な
く
て
も
職
員
が
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

確
認
し
て
調
整
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
相
談
が
あ
る
と
き
も
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
確
認
し
て
声
を
か
け
て
き
ま
す
か

ら
大
変
便
利
で
す
。

さ
ら
に
、
職
員
の
間
で
は
、
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
色
分
け
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。

確
定
と
予
定
の
よ
う
に
使
い
分
け
て
い
る

よ
う
で
す
。
よ
う
で
す
と
い
う
の
は
、
私

自
身
は
そ
こ
ま
で
使
い
切
っ
て
い
な
い
か

ら
で
す
。
職
員
同
士
で
相
談
し
て
使
い
や

す
い
よ
う
に
工
夫
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

西
本

デ
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
す
か
。

井
上

デ
メ
リ
ッ
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
す
べ
て
印
刷
し
て

残
し
て
い
ま
す
。「
な
ぜ
」
と
聞
か
れ
る

と
難
し
い
の
で
す
が
、
紙
を
な
く
そ
う
と

し
て
運
用
し
た
の
で
す
が
、
結
果
、
紙
は

減
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管

理
は
将
来
の
こ
と
を
管
理
す
る
も
の
と
考

え
、
結
果
は
紙
で
残
し
、
先
の
こ
と
は
デ

ー
タ
管
理
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

西
本

事
務
所
独
自
の
使
い
方
な
ど
は
あ

り
ま
す
か
。

井
上

給
与
を
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
化
し
て
い

ま
す
。
支
給
日
が
決
ま
っ
て
い
る
か
ら
遅

れ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
と
く
に

土
・
日
・
祝
日
に
支
給
日
が
か
か
る
と
き

に
は
注
意
が
必
要
で
す
。
現
に
以
前
ト
ラ

ブ
ル
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
私
た
ち

は
「
給
与
」
い
う
架
空
の
職
員
を
設
定
し
、

顧
問
先
の
給
与
支
払
日
を
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

登
録
し
て
い
ま
す
。
こ
の
方
法
で
ミ
ス
が

起
き
な
い
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

松
仁

進
捗
管
理
は
行

っ
て
い
ま
す
か
。

井
上

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
１
週
間

先
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
か
な
ら
ず
入
力
さ

せ
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
利
用
し
て
、
職
員
の
仕
事
の
詰
ま
り
具

事
務
所
の
業
務
以
外
の
仕
事
も
あ
っ
て
、職
員
と
顔
を
合
わ
せ
て
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
の
が
難
し
い
。そ
ん
な
問
題
を

『
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ
会
計
事
務
所
統
合
管
理
』の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
と
業
務
日
報
で
解
決
し
て
い
る
井
上
博
夫
先
生
に
、Ｍ
Ｊ
Ｓ

広
島
支
社
と
中
国
四
国
圏
統
括
部
の
社
員
が
聞
い
て
み
た
。

〈インタビュアー〉
ＭＪＳ広島支社
松仁
マツニ

正毅

〈インタビュアー〉
中国四国圏統括部
西本明美



合
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
に
仕
事

が
集
中
し
て
い
る
場
合
は
、
別
の
職
員
に

仕
事
を
割
り
振
る
よ
う
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で

指
示
し
て
い
ま
す
。
仕
事
が
詰
ま
る
と
別

の
お
客
様
に
も
迷
惑
が
生
じ
ま
す
。
本
来

は
職
員
同
士
で
話
し
合
い
、
手
助
け
で
き

れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、
そ
の
難
し
い
部
分

を
私
が
指
示
し
て
業
務
の
平
準
化
を
行
う

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

松
仁

そ
の
ほ
か
に
オ
フ
ィ
ス
･
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
で
活
用
さ
れ
て
い
る
機
能
は
あ
り

ま
す
か
。

井
上

伝
言
メ
モ
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

業
務
の
見
直
し
な
ど
を
指
示
す
る
と
き
に

伝
言
メ
モ
を
利
用
し
ま
す
。
付
箋
に
指
示

を
記
入
し
て
貼
る
よ
り
は
入
力
し
て
相
手

に
送
れ
る
と
い
う
点
で
大
変
便
利
で
す
。

ま
た
以
前
は
、
来
客
時
間
や
対
応
す
る

担
当
者
、
打
ち
合
わ
せ
場
所
を
職
員
全
員

に
連
絡
す
る
た
め
に
、
掲
示
板
を
利
用
し

て
い
ま
し
た
が
、
伝
言
メ
モ
に
複
数
人
に

同
じ
伝
言
を
残
せ
る
機
能
が
で
き
た
の

で
、
今
は
伝
言
メ
モ
で
す
べ
て
対
応
し
て

い
ま
す
。

松
仁

伝
言
メ
モ
の
親
展
機
能
な
ど
も
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

井
上

親
展
機
能
は
利
用
し
て
い
ま
せ

ん
。
１
日
の
仕
事
の
う
ち
メ
ー
ル
の
整
理

や
チ
ェ
ッ
ク
に
膨
大
な
時
間
を
費
や
し
て

い
る
と
い
う
の
を
書
籍
で
読
み
ま
し
た
。

管
理
の
た
め
に
管
理
し
て
い
て
は
本
来
の

目
的
が
達
成
で
き
ま
せ
ん
。
伝
言
メ
モ
も

便
利
で
す
が
、
目
と
目
を
見
て
、
そ
し
て

顔
を
見
な
が
ら
話
を
し
た
ほ
う
が
、
よ
り

良
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
便
利
で
も
メ
ー

ル
や
伝
言
メ
モ
だ
け
に
頼
っ
て
は
い
け
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

西
本

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
予
定
で
す
が
、

結
果
の
管
理
は
ど
う
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

井
上

業
務
日
報
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

専
用
機
の
と
き
か
ら
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し

て
お
り
、
日
報
か
ら
集
計
さ
れ
た
顧
問
先

別
の
作
業
時
間
を
見
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
人

を
ア
サ
イ
ン
し
た
り
、
給
与
や
賞
与
な
ど

の
評
価
に
利
用
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
日

報
は
デ
ー
タ
で
確
認
を
行
い
ま
す
が
、
い

い
加
減
に
入
力
し
て
い
る
職
員
に
は
差
し

戻
し
ま
す
。
ま
た
、
日
報
の
メ
モ
欄
に
職

員
か
ら
相
談
事
が
入
っ
て
き
ま
す
か
ら
、

回
答
や
指
示
を
そ
の
日
の
う
ち
に
返
信
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

松
仁

職
員
さ
ん
は
６
名
で
す
が
、
毎
日

確
認
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
か
。

井
上

な
る
べ
く
毎
日
確
認
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
外
出
す
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
日
報
を
見
る
の
は
夜
中
だ
っ
た
り
、

早
朝
だ
っ
た
り
し
ま
す
が
、
朝
礼
ま
で
に

は
す
べ
て
確
認
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
職
員
が
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
か
ら

私
も
そ
れ
に
応
え
よ
う
と
思
い
ま
す
。
そ

の
点
で
も
、
日
報
や
伝
言
メ
モ
は
職
員
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
し
て
フ

ル
活
用
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
顔
を
見

て
話
を
す
る
こ
と
は
大
切
で
す
。
そ
の
た

め
、
毎
日
15
分
程
度
、
朝
礼
を
行
っ
て
い

ま
す
。
私
か
ら
の
指
示
・
報
告
と
私
を
含

め
そ
れ
ぞ
れ
の
１
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

確
認
し
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
に
頼
る
だ
け
で

な
く
、
や
は
り
顔
を
見
て
話
を
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
か
ら
。

松
仁

今
後
、
管
理
さ
れ
た
い
業
務
は
あ

り
ま
す
か
。

井
上

顧
問
先
カ
ル
テ
や
日
々
の
出
来
事

を
デ
ー
タ
に
残
し
て
い
く
こ
と
で
添
付
書

面
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
コ

ス
ト
管
理
も
行
っ
て
い
き
た
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。
優
先
順
位
で
い
え
ば
、
コ
ス
ト

管
理
か
ら
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

打
算
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
日
い
く
ら

儲
か
っ
た
か
、
ど
の
く
ら
い
効
率
よ
く
作

業
で
き
た
か
を
意
識
さ
せ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
同
じ
日
報
を
作
成
す
る

に
し
て
も
コ
ス
ト
を
意
識
す
る
こ
と
で
業

務
へ
の
意
識
も
変
わ
る
と
思
う
か
ら
で

す
。
ま
た
、
お
客
様
へ
報
酬
等
の
交
渉
に

し
て
も
根
拠
と
な
る
も
の
が
必
要
で
す
。

そ
の
点
か
ら
も
コ
ス
ト
管
理
は
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

西
本

最
後
に
事
務
所
管
理
を
こ
れ
か
ら

行
う
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
あ
り
ま
す

か
。

井
上

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
は
秘
書
役
で

す
。
事
務
所
に
い
な
い
部
分
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
れ
る
の
で
、
職
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
手
段
の
ひ
と
つ
と
し

て
活
用
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

西
本
・
松
仁

本
日
は
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

2010.7
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今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
従
来
の
Ｍ

Ｊ
Ｓ
の
シ
ス
テ
ム
を
ご
利
用
で
な
い
企
業

様
や
税
理
士
の
方
を
ご
紹
介
い
た
だ
く

「
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
紹
介
コ
ー
ス
」
と
、

す
で
に
Ｍ
Ｊ
Ｓ
の
シ
ス
テ
ム
を
ご
利
用

で
、
業
務
拡
大
や
業
務
改
善
な
ど
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
を
希
望
さ
れ
る
顧
問
先
様
を
ご

紹
介
い
た
だ
く
「
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
紹
介

コ
ー
ス
」
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

是
非
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

２
０
１
０
年
７
月
１
日
〜
９
月
30
日

・
成
約
期
間

２
０
１
０
年
７
月
１
日
〜
12
月
31
日

・
成
約
御
礼

ご
成
約
金
額
に
応
じ
て
商
品
券
を
差
し

上
げ
ま
す
。

【
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
紹
介
コ
ー
ス
】

Ｍ
Ｊ
Ｓ
の
シ
ス
テ
ム
を
ご
利
用
で
な
い

会
計
事
務
所
様
や
企
業
様
で
、
シ
ス
テ
ム

の
導
入
を
ご
検
討
い
た
だ
け
る
方
を
ご
紹

介
い
た
だ
き
ま
す
。

【
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
紹
介
コ
ー
ス
】

Ｍ
Ｊ
Ｓ
の
シ
ス
テ
ム
を
ご
利
用
の
方

で
、
対
象
シ
ス
テ
ム
へ
の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー

ド
を
ご
検
討
い
た
だ
け
る
顧
問
先
様
を
ご

紹
介
い
た
だ
き
ま
す
。

さ
ら
に
、『
プ
ラ
ス
ワ
ン
コ
ー
ス
』
と

し
て
Ｓ
Ｏ
Ｘ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
・
複
合
機
を
ご
購
入

い
た
だ
い
た
方
に
商
品
券
５，
０
０
０

円
／
台
を
差
し
上
げ
ま
す
。こ
の
機
会
に
、

事
務
所
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
、
ペ
ー
パ

ー
レ
ス
な
ど
の
業
務
改
善
に
取
り
組
ま
れ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
詳
細
は
、
Ｍ
Ｊ
Ｓ
担

当
支
社
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

東
京
国
立
博
物
館
・
京
都
国
立
博
物

館
・
奈
良
国
立
博
物
館
・
九
州
国
立
博
物
館

の
す
べ
て
の
特
別
展
で
利
用
で
き
る
共
通

券
を
今
回
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス
よ
り
10

名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。
ふ
る

っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
有
効
期
限
】２
０
１
１
年
5
月
28
日

各
博
物
館
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

東
京：

●
誕
生
！
中
国
文
明（
7
月
〜
9
月
）

●
東
大
寺
大
仏
―
天
平
の
至
宝

（
10
月
〜
12
月
）

京
都：

●
上
田
秋
成（
7
月
〜
8
月
）

●
高
僧
と
袈
裟（
10
月
〜
11
月
）

奈
良：

●
仏
像
修
理
１
０
０
年（
7
月
〜
9
月
）

九
州：

●
ア
ジ
ア
を
駆
け
た
二
千
年

（
7
月
〜
9
月
）

●
誕
生
！
中
国
文
明（
10
月
〜
11
月
）

●
没
後
１
２
０
年
ゴ
ッ
ホ
展

（
２
０
１
１
年
1
月
〜
2
月
）

【
応
募
方
法
】

・
応
募
期
限：

２
０
１
０
年
7
月
12
日（
月
）

・
ご
招
待
プ
レ
ゼ
ン
ト
数：

10
名
様（
20
枚
）

・
応
募
方
法：

官
製
は
が
き
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
、

郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
、性
別
、年
齢
、職
業
、

電
話
番
号
、希
望
枚
数（
お
１
人
最
大
２
枚
ま

で
）を
明
記
の
上
、以
下
の
宛
先
ま
で
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

・
応
募
先：

〒
１
６
３
―

０
６
４
８

東
京
都

新
宿
区
西
新
宿
１
―

25
―

１
新
宿
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
48
階
私
書
箱
４
０
５
１
号
ミ
ロ
ク
情
報
サ

ー
ビ
ス
Ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｎ
ｅ
ｌ「
国
立
博
物
館
プ
レ

ゼ
ン
ト
」係

Ｆ
Ａ
Ｘ：

０
１
２
０
―

３
６
９
―

７
７
３

・
当
選
発
表：

お
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
当
選
結
果

は
、
チ
ケ
ッ
ト
の
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
東
京
国
立
博
物
館
　
友
の
会（
年
間
費

１
万
円
、発
行
日
か
ら
１
年
間
有
効
）

特
典
と
し
て
東
京
・
京
都
・
奈
良
・
九
州
国

立
博
物
館
４
館
の
特
別
展
共
通
観
覧
券
を

6
枚
、
東
京
国
立
博
物
館
の
み
で
有
効
な

観
覧
券
を
6
枚
計
12
配
布
（
4
館
の
平
常

展
は
何
度
で
も
観
覧
可
）。
そ
の
ほ
か
、

東
京
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
の
定
期
郵
送

な
ど
の
特
典
が
ご
ざ
い
ま
す
。

・
東
京
国
立
博
物
館
　
パ
ス
ポ
ー
ト
（
一

般
４，
０
０
０
円

学
生
２，
５
０
０
円
発
効

日
か
ら
一
年
間
有
効
）特
典
と
し
て
東
京
・

京
都
・
奈
良
・
九
州
国
立
博
物
館
４
館
の
お

好
き
な
6
つ
の
特
別
展
を
１
回
ず
つ
計
6

回
ま
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
（
４
館
の
平

常
展
は
何
度
で
も
観
覧
可
）。

こ
れ
ら
の
会
費
は
文
化
財
の
購
入
・
修

理
、
調
査
研
究
・
平
常
展
・
施
設
整
備
等
に

充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
東
京
国
立
博
物
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.tnm
.go.jp/

）を
ご

覧
く
だ
さ
い
。



「
先
生
、
今
度
会
社
の
清
算
が
終
わ
っ
た
ら
新

し
い
名
刺
を
つ
く
ろ
う
と
思
う
ん
で
す
が
、
名

前
の
上
に
う
ち
の
屋
号
を
付
け
た
い
ん
で
す
。

う
ち
の
屋
号
は
『
中
屋
』
と
い
う
ん
で
す
が
、

私
は
こ
の
屋
号
を
昔
か
ら
と
て
も
気
に
入
っ
て

い
る
ん
で
す
。
お
か
し
い
で
し
ょ
う
か
ね
え
」

会
社
は
や
め
ら
れ
る
が
個
人
で
不
動
産
賃
貸

を
続
け
ら
れ
る
社
長
さ
ん
の
話
だ
。
今
ま
で
の

○
○
商
事
㈱
代
表
取
締
役
を
○
○
商
事
と
さ
れ

る
の
か
と
思
っ
た
ら
、「
社
名
の
代
わ
り
に
屋
号

を
付
け
、
そ
の
下
に
不
動
産
賃
貸
と
入
れ
る
案

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
」
と
。
そ
れ
が
い
い
か
も

と
思
い
な
が
ら
ひ
と
し
き
り
名
刺
の
話
を
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
70
歳
を
過
ぎ
た
元
社
長
さ
ん

が
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
ど
の
よ
う
に
送
ら
れ
る

か
わ
か
ら
な
い
が
、
肩
書
き
と
か
は
必
要
な
い

だ
ろ
う
。
た
だ
名
刺
交
換
の
と
き
に
、
そ
の
屋

号
の
由
来
な
ど
を
通
し
て
話
が
は
ず
む
こ
と
だ

ろ
う
。
使
い
道
を
想
像
し
た
ら
不
動
産
賃
貸
と

入
れ
る
の
は
す
っ
き
り
し
な
い
、
口
で
い
え
ば

い
い
こ
と
だ
。「
不
動
産
賃
貸
は
な
い
ほ
う
が
い

い
で
し
ょ
う
」「
そ
う
で
す
ね
、
私
も
そ
う
思
い

ま
す
」
と
な
っ
た
。

会
社
を
定
年
退
職
し
た
人
で
第
２
、
第
３
の

人
生
用
に
職
業
や
肩
書
き
以
外
の
名
刺
を
つ
く

っ
て
い
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
が
、
あ
ま
り
見
た

こ
と
は
な
い
。

自
分
の
趣
味
な
り
、
特
技
、
性
格
、
生
き
方

と
い
っ
た
も
の
を
自
分
の
好
き
な
言
葉
で
表
す

名
刺
を
つ
く
っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
海
援
隊
隊

長
・
坂
本
龍
馬
で
は
な
く
、
う
ー
ん
、
た
と
え

ば
世
界
夢
追
い
人
・
坂
本
龍
馬
と
か
。
よ
く
テ

レ
ビ
に
出
て
く
る
○
○
の
魔
術
師
、
○
○
の
達

人
で
も
い
い
。

『
フ
リ
ー
百
科
事
典
ウ
ィ
キ
ぺ
デ
ィ
ア
』
に
よ

る
と
欧
米
で
は
別
れ
際
に
名
刺
交
換
す
る
こ
と

が
多
い
ら
し
い
。
う
ん
、
こ
の
出
し
方
だ
。
肩

書
き
に
関
係
の
な
い
付
き
合
い
の
と
き
に
は
こ

れ
が
い
い
。
近
頃
は
名
刺
も
パ
ソ
コ
ン
で
つ
く

れ
る
し
、
ち
ょ
っ
と
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
名
刺
も

使
い
方
次
第
で

い
い
の
で
は
な

い
か
。

名
刺
入
れ
の

奥
に
も
う
ひ
と

つ
の
名
刺
を
潜

ま
せ
て
お
く
、

使
い
方
は
あ
な

た
次
第
だ
。
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